
上記の取り組みを踏まえて、

をつくることとしました。

杉並区の子どもを取り巻く状況
すぎなみく こ と ま じょうきょう

子どもワークショップ

杉並区の取り組み

公募区民や学識経験者など、様々な立場の大

人たちが子どもの権利を大切にするために必

要なことを話し合いました。

話し合いのまとめ(答申)を区長に提出しました。

子どもの権利擁護に関する審議会

区では「子どもの権利を守るために必要な

こと」などについて考えるワークショップ

を開催し、大人だけでなく子どもからも意

見を聴く取り組みを行っています。

∴答申提出(左から、新藤副会長・野村会長(審議会)、岸本区長)
とうしんていしゅつ ひだり しんどうふくかいちょう のむらかいちょう しんぎかい きしもとくちょう
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「子どもの権利が尊重され、安心して

暮らせる社会をつくるためには、子ど

もの権利保障に関する基本理念を定め、

区民の皆さんと一緒に子どもの権利を

保障する施策等を推進していく必要が

ある」

「子どもにしかわからないことがあるか

ら、子どもの意見や思いを聴くこと」

「どのような子どもの意見があったか、

また、子どもから聴いた意見がどう

なったのかを子どもに伝えること」

（仮称）杉並区子どもの権利に関する条例
かしょう すぎなみく こ けんり かん じょうれい
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外国籍の子ども 児童虐待

こうした中で子どもたちが安心して自分らしく生きていくことができるようにするため
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増 加 傾 向
ぞう か けい こう 「自分は価値のある人間だ」

と思わない子どもの割合
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